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１．世界経済の概観

⑴　世界経済の成長率
　2023年３月20日付で日本銀行の名古屋支店長

に就任することとなったため、元国際局長という

肩書ではあるが、本日は、これまでグローバル経

済の展開をつぶさに眺めてきた立場から最近の世

界経済についてお話しさせていただく。

　世界経済は、2022年に各国におけるインフレ

率の急上昇、ロシアによるウクライナ侵攻、さら

には中国のゼロコロナ政策に関連する混乱など、

多種多様な逆風にさらされた。しかし各国で新型

コロナウイルス感染症（以下、コロナ）流行から

の本格的な経済再開が進み、これまで様々な活動

を我慢してきた人々のペントアップ（先送り）需

要が想定以上に強く出てきたこともあり、まずま

ずの成長を実現している。2023年に入り、欧州

のエネルギー情勢に関する不安感が後退する中で

多少マインドが明るくなってきたが、2023年３

月中旬には金融システムに関する不安心理が高ま

るイベントが多くみられ、不確実性が再び高まっ

ている。そう簡単に世界経済の状況は落ち着かな

いものだと改めて意識される局面だ。

　世界経済の成長率は過去平均が＋3.4％となっ

ているが、コロナショックでマイナス成長に落ち

た翌年の2021年には思いのほか回復し、６％を

超える高い成長を実現した。2022年はロシアに

よるウクライナ侵攻が２月に始まり、新聞などで

はたびたび「世界的に景気後退へ」といった見出

しが躍っていたが、ふたを開けてみれば3.4％の

世界経済の展望
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（本稿は2023年３月23日に日本証券アナリスト協会で開催された講演の要旨である。）


